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山東省棲霞縣唐山地方の霞石玄武岩について（予報）
春　　本　　篤　　夫
　霞石玄武岩の産出は東亜の地域に於て極めて稀である。漉洲英領門に於けるこの渚肩の
産出は19j2年小藩樽士1〕によって初めて報昔され，東亜に於ける霞石玄武岩の岩石學的
性質の詳細にされた准一のものである。山東省雛縣の西方Ya㎎劫an（陽山？）に於ける
産出はL舳鉄2）によって報箸されている。島根縣長濱はこの種岩石の我国に於ける准一
の産地として古くから釣られ，市川理學士3⊃の報告があり化學分析の蟹表されたもの舳〕
が藪個あるが未だ詳細の岩石學的性質の公表されたものがない。
　こ’こに述べる山東省唐山地方の霞石玄武岩は恐らく東亜に於て新しく知られた第4番目
の産出てあらラ。ごの岩石について其の岩石學的本質を明かにしたものは從來文献に現は
れたものを見ない。F㎝g6〕のこの地方の砂金銭床の研究論文に於ては…藤この熔岩の地質
に溺れているが普通の斜長石玄武岩と一して取扱はれている。・東亜に稀な霞石玄武岩に1新
産地が附け加はったととはアノレカリ岩地質にとって興味あることと思ふ。
棲霞鰯は青島，芝釆の闇にあ），芝景の西南約60km（12⑪．炉瓦，37．絆N）に當る。～＝の
地域は主として泰山系の片麻岩から成り，一帯は海抜200㎜内外の開析准平原にして平原
面は深さ50m内外り開欄な谷に刻まれ波扶の丘陵が蓮亘した地形を呈し，稀に夙々に残丘
を見る。一般に片理の細かい黒雲母片麻岩が魔く分布し，時に角閃片岩を厚く層状に介在
し展々花嵐岩，花筒舞岩等の小避入を見る。片理は北々西一南省卑に走り北叉は潮に急
斜する。
　　霞石玄武」岩の産状
　霞石玄武岩は棲霞縣城の東南8kmの麿山及び縣城の西南8～15kmの方山の爾地歴に，
何れも海抜約3501皿の顯蕃なメサを成して分布する（第1圃）。これ等のメサは緩か底波
献の起伏を持つだ片麻岩丘陵の上に鋒えその特異の地形は遠近から特に目を引き易い。
　唐山は四辻の河床から180mの高距を有し東北東から酉南西に延長約4kmに亘り，孚
均幅300㎜を有するテーブルで表面は極めて孚埋である。山麓は基部からg合目までが黒
雲母片麻岩から成り（．片理N2ぴ一7ぴW，傾斜NE叉はSW50。イ㈹．山頂部は厚さ約
20血の霞石玄武岩の熔岩で鍵はれ両者の間に厚さ5～6mの合金砂礫展を挾む。砂礫暦は
熔岩で保護された部分にのみ水平に分布し，．主として水産されて丸味を帯びた拳犬の片肺
籍礫と少量め珪岩礫の他に酸化鐵で汚染された粗粒砂を交へ牛ば固結の状態を呈する。下
底の片麻岩との境は多少の凹凸はあるも大磯水平に哲へ
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　熔岩流は下底の礫層に封じて略水手の境を有し，種1～2mの粗大な柱状節理がよく襲達
し節理は慶々熔岩の下底にまで達するが故に：巨岩塊が崩壊して頂．上熔岩部分の側面は殆ど
直立20㎜の崖で取り巻かれている。時として熔岩の基部2～3㎜の間にな水季節理．がよく
強慈することがある。熔岩の基部が鑛障版を成し，衣白色粘土質物質で充された孔隙に富
む部分がある。
　唐山の東北延長上には黒頭楓二棚，三棚と名けられる小ビウトが一線上に勘綾し略同
水準の山頂部は同種の熔岩を冠むる。唐山の西南延長上に谷を隔てム孤立する小唐山も同
様のビウトである。こムでは熔岩の下底に礫層を有する他に熔岩の一局部に厚さ1．mの礫
層を頂く部があり，熔岩流出後に一時水流に被はれた時期のあったことを物語る。唐山の
東繭側に谷を隔てム之に並走する老案山の台地があり，延長2kmの間に敏個の小ビウト
が並び略同一水準に浸蝕のために分たれた熔岩流の残片を戴く。こムでは熔岩の下底に片
麻岩，閃緑岩，珪岩等の水魔されない須礫の暦が片麻岩との間にある。
　方山のメサは附近の平地から舳mの高距を有し唐山と同様の著しい地形を呈し，山頂
の霞石文遼岩は東北一西南に延長約5kmに亘り，熔岩の厚さは15～20㎜，最厚40㎜に及
ぶ。　こムでは観察の範園では熔岩は下底に礫層を倖はすして直接，片理の著しい（N40．
W，SW40。一冊）片麻岩の孚坦面を綴ふ。
　熔岩の分布は上の如く数個に分離し或は一蓮のメサを成し或は騒々小ビウトを成すが・
何れも殆ど同一水準を占め岩質も殆ど各部均質であり，後に記す如く顧微鏡的の構造に於
て部分的に僅かの差違を示すものがあるに過ぎない。これ等の黙から見て恐らく一・蓮の熔
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岩流が浸蝕のために個々に分たれたものの如くであ銚分布の形炊と下底に合砂金砂礫暦
を有する髄から熔岩は往時の河床を充して流出したかの如くであるが，現地堆積物と思は
れる角礫暦に乗る部があり，片麻岩め平坦面を直接に扱ふ部がある鮎から見るに熔岩流は
必ずしも河床のみを占めたものでなく・噴出時の地形が現今よりも更に苧埋な准平原を成
し，噴出が現在の隆起が起る籠に行はれたことが推測し得られ孔
　　霞石玄武岩の岩石寧的性質
　唐山，考案山及び方山の地域に数個に分離して分布す二る熔岩は斜長石を全く含ま’ない標
式的の霞石玄武岩である。どれ等各部から採集した標晶から作った十数枚の薄片を顧微鏡
下に観察した結果何れも同種類の埼石で，斜長石玄武岩は一も見出されない。考案山頂上
産の標品（No．8）は最も新鮮で代表的の岩質を有するが故に化學分析に附した。以下主
として1＝6標品について岩石學的の記載をする。
　肉眼的性質：帯青晴友・色，緻密，樫1～2mmの徹橿石の斑晶を極めて稀（工標晶に1～
2個）に見る。ルーぺによ・ゆで敵橿石，輝石の徴斑晶，及び微小の孔踪が認められる。
　顕微鏡的性質　求積台によって測定した威令鑛物の略近的合有比は弐の如くである（容
量比）：輝石53．6，霞石27．3，轍橿；石9．2，磁鐵鑛8，9，沸石O．7，グラスO．3一他に徴量の
燐友石，・稀に黒雲母。
　殆ど完晶質，斑状，斑晶とし轍麓石及び少量の輝石が見られる。主として輝石と霞石と
　　　　第1表　成分鑛物の光學性質　　　　　の集合の仕方によって生ずる石基の構造
概糧石
輝　　　石
　晩　　　　晶
β一1．700　2V（＿）＝85，4o
無色
α；1，708　　　β＝1．715
2V（十）＝48．5o　o八Z＝50o
（核部），40o〔砂時計構造の側方
厘域）．X，Y＝淡支線褐色
揮　　　石
霞　　右
方沸石
友十字石
グ　ラ　ス．
　石　　　　基
α＝1，700　　o〈Z；54o　　オーリ
ーブ織色，多色性殆ど無
ω＝1．5475。（No．7）1．5481（No．8）
皿≡＝L4859
値1，496　c〈Z≒18o複屈折弱
11＝1，5ユ16
ほ極めて特徴的である。成分鑛物の光學
性質は第1表に示す如くである。
　巌橿1石　禰O．5mm以下，大渡るものは
屡々短柱状孚自形，小なるもの騒々等盤
状叉は破片状。11Oを螢晶面とする透入
螢晶を税頻繁に見る。極めて新鮮にして
包有物は稀，結晶周邊部に磁鐵鑛の集中
するものが多く，前者は一部後者で固ま
れ，一部後者を包含する。光學性から推
定される成分はF07πa23であ孔
　斑晶輝石　0・5～O・2mmの短桂朕自形
文は孚白形，斑晶として稿々稀に含まれる（1薄片3～4個）。砂時計構造が普通に見られ
屋々星帯構造を示し中心都と外縁部の屈折率が低く中帯のそれが高いものがある。この輝
石は第1表ρ光學的性質から見て普通輝石と稽性質を異に’し，合チタン輝石に近い成分を
有するものと認められる。方山の標品（No，10）に於ては斑晶輝石の量が多く（第3圖），
その周邊帯が鋸繭状に護達して石基中に延び霞石結品を包み込み，石基時期まで生長を演．
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けたことを示すものがある。この周誰帯は石基輝石と同一の色調を帯びる。
　石基輝石長さ0・06mu内外の柱状結晶。この種の微品には砂時計構造，墨帯機瞳がな
い。正軸卓面による双晶を見る。慶々霞石結晶申に貫入するものがあリ反動に霞石によっ
て輪廓を犯されたものもあク，両者の晶高時期の重複を示す。沸石類に接する場合端面の
よく護達した結晶がある。石基輝石は斑晶輝石に比して消光角が犬，色調蕃しく糠を帯び
ソークに富む種類であることを知る。稀な例として小麿山の擦品（No．12）に於て，霞石
の結晶が徴ペグマタイト状に護達ぜる部分がありとの申に濃緑色の輝石徴晶が交る。結晶
作用の後期に至り家第に輝石成分がエヂリニ／分子に富んで來ることが覗はれる。
　霞石・径0．04～0，06m㎜の不規則等盤状の結晶を成し，時に断面に於て矩形文は六究形
の自形輸廓を有する。孔隙充填の沸石類に接する場合霞石は美しい自形を示す。新鮮無色
漆明。粒扶叉は桿扶の輝石徴晶及ぴ燐友石を包有し，包有物は時とし七霞石結晶の輪廓に多
少平行の配列を示す傾向がある。磁鐵鑛粒は霞石結晶の中央部分に包有さ・れることがない。
　黒雲母　O1O1mm内外の徴晶片が霞石，輝石の結晶間隙を充して稀に（1薄片3～4個）
産する。濃赤褐色。
　磁鐵鑛　徴強晶扶乃至石基成分として稽多量に含まれる。
　燐次石　微針炊結晶が少量見られる。
　方沸石徴紬弧状父は不規則孔隙を充たして産する。霞石，燐茨石の自形晶を包有し，
霞石は時に骸品として含まれる。方沸石は霞石の蟹質によるものでなく，一家成生のもの
である。
　友十字石長さO．1mmの柱状乃至繊維状緒品の放射状集合躍として孔隙内を充たす。
複雑な透入双晶を威し，霞石，輝石，燐次石の小品を包有する6
　グラス　霞石，輝石の結晶間際を充たして極めて少量が見出される。無色，細かい割目
を有する。屈折率は粗面岩質グラスに匹敵する。
　　霞石，輝石の集合の仕方による特殊②霞石玄武岩構造
　熔岩は各部分に於て成分鑛物の種類に愛化を示さなし・が，それ等の合有比率と結晶皮に
は多少の差異が認められる。霞石と輝石との量的麗係は石基の顯微鏡的構造にかなり著し
い差懇を現はす。第2圏に示す構造に於てば輝石は霞石よりも結晶作用の開始時期が早く
前者の極く微小の結晶が後者中に多量に包有されることが一一般である。霞石は輝石よりも
結晶作用の絡緒時期は遅いが，石基を構成する通常の太さの輝石棒状晶は霞石結晶中に著
しく。貫入するものがない。勘ち．輝石桿状晶は霞石結晶の接線方向に配列するものが多く，
桿状輝石の配列によって作られた網の目の塞間を霞石の1叉は数個の結晶が埋めた構造が
展々現はれる。この構造は，恰かも白榴石岩に特有の‘‘C1孔thrate－textum’’と呼ばれるも
のに類する。この構造は霞石結品の生長の際の表面力一によって輝石が騒途される結果と説
明L得るρ一カに於ては輝石の配列が極めて不規則でその緒品間際を霞石が充一して誰達す
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　　第2圖霞石玄武岩（老案山No．8），x60．斑
晶1敵麗石；石基1霞石（白色部），輝石，磁鐵鑛を示す・
詞
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る場合がある。
　第2鰯に示した場合は輝石の結
晶作用の絡緒後に霞石の結晶作用
はかなり長く続き、後者は著しく
人品として襲達し時に直樫O．4mm
以上，稀にO．8mmに達し．，通常の
大さの石基輝石の桂扶白形結晶に
よって頻繁に貫かれ，多少ポイキ
リティツク構造を示す。この場合
も霞石結晶の中央部分には輝石の
極く微小の結晶が包含されるに過
きず，相大形の自影石基輝石は多
く霞石の周蓬帯に買入する。
　これ等の構造は勿論霞石，輝石
の量の比に闘係があり，之が或る
一定の値に近く，結晶作崩絡緒時
期の踊りが著しく大きくない時に
霞石に封じて輝石が接線的配列の
傾向を有する構造が現ばれるもの
と思はれる。Eo11鉗7〕はOdenwald
の霞石玄武岩に入れる‘優石ド1ノ
ライド”がペグヤクィト構造を有
し，霞石と輝石とが恰かも石英，
長石の共晶に類する成長を示して
共融晶を思はしめるものがあり・
この場合爾鑛物あ比は略1：1であ
ることを記載してみる。
　　　第3圖霞石玄武岩’（方山N・．11），x60、斑晶：
　轍糧石＝輝石；石基：霞石（白色都），輝石，磁鐵鑑，　　　　霞石文逮岩の化撃成分
　燐茨石を示す・　　　　　　　　　　　　　　　　　唐山地方名繁山頂上に於て採集
した標品（No，8）の化嬰分析の結果は第2表に示す通りである。東亜に於ける他の2産楓
長濱（I）及び英額門（皿）の岩石の化學分析値，世界各地の霞石玄武岩の平均化學成分
（凹）を比較のために掲げた。
　唐山霞石玄武岩の化學成分はこの種岩石の雫均化學成分に比してSi0里が梢々多くWgO。
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0aOが僅かに少く，N囲20，K．Oがかなり多いが，他の2産地のものに比して最も平均威
翁に近く．，正常の霞石玄武岩の性質を有するものである。唐山霞石玄武岩のノルム計算は
　　　　　　　　　・第　2表
　　　　I　　　I　　　1
SiOo．　　41．13　　34．98　　44．98
ム・120ち　　　一12，O0　　　11・18　　　15．56
Foメ）3　　　　4，27　　　　5，99　　　　5．15
Fo0　　　　9，94　　　8，83　　　7．30
Mg0　　　9，42　　　8，36　　　3．31
Ca0　　　10．97　　13，52　　　9，20
N物0　　　5，22　　　4，22　　　5二34
X星0　　　2，24　　　3，99　　　1・29
H望O＋　　0168　　　2，49　　　3，77
1ミら0’　　O，27　　　1，14
Ti02　　　2，62　　　2，39　　　2・89
P205　　　1，32　　　2，53　　　0．43
班n0　　　0，17　　　0，26　　　0．23
S　　　　　　　　　　　　　　0，10　　　　0．n4
To＾割1　100．25　　　100，00　　I99．49
　嵜丘。1口d閉029　pe正。g皿t　C02・
lv
39．87
13，58
6，71
6．43
10．46
12，36
3，85
1，87
2．22＃
1，50
0，94
0．21
．NO1m
　　　1r乱
O！　3．06
A皿　2．67
Lo　7．98
No　23．92
Fs　5，27
1E皿　11．57
Wo18．05
F乱　4，20
Fo　8．39
Mt　6．19
11　　4．97
Ap　3．04
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S．O乱一1乱乱md　T．Koy乱m乱：Proo．i㎜p．Ac乱吐Tok加Vol．
】【】【，1945バI，．722．
　i．霞石玄武岩。瀦洲英領門。分析S・Shimid卿帥d
T．Oha曲t　B．Koto：JollT．Col，Soi。，UdiT．Tokyo，
X】【】【II，1912．Art・6，1≡■．11・
　IV．霞石玄武岩26分析雫均値。R　A．DaIy：Ig皿。o11胃
Roch副皿dthoDepthsoftho脳舳・1933，P．25，
　IaはIのノルム計算値コ
第2表1aに示す如くである。こ
の岩石のモード鑛物の容量比は
前に述べた如くであるが，今各
成分鋳物の比重を適宜に推定し
て之を重量比に換算すれば略近
的に，輝石55・6，霞石21・0，磁鐵
鑛13．7，漱麓石9，0，沸石O，4，
グラス02となり，これ等をノ
ルムと比較すれば主裏モード鑛
物に於て霞石が少く輝石が著し
く多い。このことは唐山岩石に
於て石基の大牛を占める輝石が
その色から推定される如く，か
なりソロダに富むものであるこ
と，Al，酎”の一部及ぴ分析に
於て相當量現はれるTiの一都
が輝石成分に入ることなどによ
るものと思はれる。ノルムに現
はれる加里長石，白榴石は一部
沸石類に，一部は霞石に混晶と
して入るものと思はれる。
　長濱の岩石はSi02が異常に低く，Ca0が著しく高い。第2表皿については分析に附せ
られた標晶の岩石學的性質が述べられていないため詳細な銭物成分は明らかでない。
Beoker8）によれば霞石玄武岩はSi0239％以下になることは稀である。　W鵬hi㎎的nの火成
岩化學分析表に集録された脆界各地の霞石玄武岩27個申にSi0234．98％以下のものは一も
見出されない。上記皿の化學成分は黄長石霞石玄武岩のそれに極めて近い値である。最近
私は長濱の岩石中に黄長石を含有し，黄長石霞石玄武岩と呼ふべき岩型が存在することを
強見した（これについては近く詳細を稜表する予定である）。
　英領門の岩石は小藤博士g〕によれば，チタン輝石，霞石（30％），撤櫨石（工脇），磁鐵
鑛，チタン磁鐵鑛，クロム尖晶石，グラスから成り，第2表1に見る如くSi02が極めて
高くノルム長石が多量にある。前記のW鵬hingtonの表に於て英額門岩石よりもSi0・の僅
かに高い霞石玄武岩は他に1個あるに過ぎない。稿々異常な性質を有するもので夢る。山洲・
miX！O〕は特殊の化學成分を有するものとして之に晦ndCb㎝riteなる名構を興へたO廣
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山の岩石は猶リ來亜に於て最も正常の岩石劉灼憧質を有する霞石玄武岩である。
　　麿山霞石玄武岩の噴出時期
　噴閉の時期を決定するに足る地質的の確譲は得られない。熔岩の下底を威し一・部河床堆
積物と思は化る砂礫厨は膠緒が充分で夜く，か底ゆ新しい時期の堆織物の如くに見える髄
から熔岩流出の時期は恐らく洪積雌以後であらう。酌㎎1I）ばYOu㎎工2〕の研究を引用し
て・この熔岩が山東省臨胸（Linoh廿）地方の玄武岩熔岩流に岩質・産状及ぴ暦序學的位置
がよく罫比し得られるが故に，唐山熔岩は後者と同時期の噴出にかムり，、恐らく下部鮮新
統に駁するものであらうと云ふ。果して両者の岩質が類似するものとすれぽ臨陶地方の所
謂玄武岩が霞石玄武岩であることの嬢びが濃厚である。
　　霞石玄武岩の成因
　霞石玄武岩の成因については今まで種々の観騒から論ぜられたものがある。二D卵13〕は
火道内を充た一 ｵた玄武岩漿が石文岩類を同化することによって絹々晩珪酸作用を受けた部
分に，ガス趨搬作用により適営量のアルカリが集中するならば霞石玄武岩，黄長石玄武岩
の類が生じ得るとする。跳We皿・4）は玄武岩漿中に角閃岩が浸漬されるとき1角閃岩申の
アルカリ長右，霞石，透輝石各分子に相當する成分が撰揮的に熔け込み易く同化される結
果，かムる液から霞石玄武岩の生成が可能であると論じた。sh測d15〕は玄武岩と響岩との
共幟係を諭するに帥玄端漿敵於て．Ml・i…十皿・1・i・㍍・・今1・il・・凶・Si・・
の反騰によ砂・同一成分の液から條件の如何によって曹長石十激麟石の組合せと，霞石十
輝石の組合せとの何れカw生じ得るとし淀。但しこれは玄武岩漿中の或る一部分の成分に
於ける反薩であるが，玄武岩漿が．らこの種の滅分が分れて反艦を趣し得る機構については
論じなかった。
　天然の岩石の申で或る成分のものが或る比率で玄武岩漿中に同化されるとき，霞石玄武
岩を生じ得るが如きものを求めるならばその幾通りかが見出され，それ等の或るも・のは物
理化學的に説明に有利底ものがあるかも知札底い。面しそ札等は野外の謹擦を伜ふ場合に
のみ有力な成因と考へ得る。Tilley及びH疵wooδゆはScawt亘iI1の粗粒玄武着とチョー
クの接鰯蟹質帯に含霞石黄長右岩類の威生せるものを観察した。かくの如きは玄武岩漿に
よる異物向化のためにこの種の岩石が生成し得るという局所的の有力底護擦と云うことが
閑來る。Sk帥aの説の如く玄武岩漿自鰹内に起る他學反膳の結果この種の岩石が生ずると
する考へ方は，岩漿分化を支配する特殊の環境を適醤に説明し得るならば・霞石玄武岩威
生の更に一般的の場合を包括するものと見ることが出來孔
　地質的に著しい事費としてこの種の岩石はその産出が比較的稀で・極めて突護的の分布
を示し且つその鴉磯が常に狭小なることを撃げることが胆來る。試みに太平洋地域に限っ
て之を見るも其の西部大陸綴窪地域に於ては前記の如く唐山1陽山（？）・英額門・長濱を
撃け得るに過ぎ底い（尤もζの種の岩石の産出が稀なることにっいては常にその渚罐が小
山東省棲霞廓磨山地方の霞石玄武岩について（豫報）
さいこと，野外に於ける肉眼聯捌の困難なことなどのために・その産出が看過され易い
事賀も者へられる）。太孚洋中南部瞳域ではTmk17j，Pollap618），Samoal，），脆ui20〕，0a㎞醐
・舳口i・幼〕，醐N・・舳・W・1・・刎等に於てその訓が報ぜられているが・側種のア
ルカリ岩類に比べて蓬かに分布は限られている。
　地質的闘係の比較的に詳らかにされたものでは何れもこの種岩石の岩磯は極めて狭小な
るものム様である。長濱の熔岩は分布面積1．6km2，火山地形から見て著しく削剥作用を
受けていないものと思はれる。唐山熔岩は3．5km㍉これは前述の如く浸蝕を免れた部分が
高所にのみ残るもので，噴出時に於ては稿々廣い面積を占めたに相違ない。英額門の熔岩
は分布面積80km2（小藤博士論文の地質囲上で測定），之は例外的に分布の大なるものであ
るが産欣については正確を期し難いとされている鴉）。IIaWaii別〕に於けるものは小規模の
岩脈として産する一ものム如くである。他の地域に於ても北米Tex鯛25〕に於て約3k㎜苧，獺
乙W肌tenber9胸に於けるものO．01km2（地質圖で推定）一等の如く記載や地質圖上で推測
し得る分布面積は狭小底るものが多い。
　東亜地域に於けるこの種岩石の3産地のみについて見れば，それ等の何れもが度い意味
で褒日本海アルカリ岩睡、叉は東亜アルカリ岩屋に包含されるとしても，他に著しいアル
カフ岩を件はない地域に孤立的に突然現ばれていることも地質的に著しいととである。
　これ箏の事柄はこの種の岩石の成因が岩漿分化のコースに於て正常的に起る條件に支配
されるものでなく，その中途で時たま偶襲する條件に支配されるものであることを思はじ
める。即ち岩漿がこの種の岩石を生ずる地質的及ぴ物理化學的條件の下に入る機禽が極め
て少いことを物語るものと見るこ．とが出來る。そして岩漿による特殊成分の岩石同化は，
これ等偶護的事件申の更に稀な偶誰事件であり得る。
　霞石玄武岩が玄武岩漿から分化して閉來た一ものであると考へることは，この岩石と玄武
岩との共作關係から見ても極めて自然なこと．である。Daly27jが揚げた世界各地のアルカ
リ岩類とカルクアルカリ岩類及ぴ石茨岩類との野外典件關係を示す表中に，霞石玄武岩類
（露岩，黄長石玄武岩，シャクビランガ岩をも含む）を産する地方が29撃げられて居りこ
の申，霞石玄武岩類が斜長石玄武岩と共作することの明らかにされたものが18個所ある。
上掲の東亜の3産地についても玄武岩漿との麗係を求めることは困難でない。即ち英額門
に於ては玄武岩熔岩流は霞石玄武岩のそれに接近してあり，山東省に於ては北部海岸地帯
に玄武岩の流出がある。長演に於ける場合も山陰玄武岩地帯を外れない。何れの場合でも
地下の玄武岩漿に關係がないと断じ得る場合はない。
　いま，玄武岩漿中から大量の次長石成分が除去され，曹長石分に富んだ残液中で早期晶
胆の敵櫨石が輝石に樽化するならば液中の珪酸の大量が消費されて，液は珪酸に極めて不
飽和のものとな孔とのため斜長石を金く含まない霞石玄武岩の如きを生ずるには残液と
交りて存する鐵苦土珪酸塩の量がかなり大渡ることが必要である。唐山霞石玄武岩はモー
一ドに於て輝石及轍廃石・の量を合せて64％に達し，霞石は21％で．ある。ζの種の岩石は一
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殺に玄武岩に比して有色鑛物の量が優れている。世界各地の多くの霞石玄武岩についてモ
ード鑛物の含有比を知り得る資料は極めて少いが，W舶bi皿gtonの火成岩分析表に掲げら
れた27個の霞石玄武岩のノルム成分から轍廃石，輝石分子と准長石，長石分子との比を
求めて見るにdi＋o1は大鰹40～70％の間にある。かムる大量の鐵苦土珪酸塩が初め大量
の撤濫石として晶出し残液中で輝石に鱒化するならば斜長石を伴はないで，霞石，輝石と
一部残存の徹麓石を件ふ霞石玄武岩を生ずる～＝とは極めて可能のことである。
　而らはこのために早期晶出の友長石分に富む斜長石が如何にして其他の成分から除去さ
れ得るか。火成岩に於ける軍鑛物岩の成因は岩漿申に於ける早期晶の集積によると説明さ
れる。Balk職はA砒。ndackの火成岩艘の研究に於て斜長岩（舳㎝th6si拓）は岩漿中に於
ける早期晶出の基性斜長石が岩漿槽の上奏部に浮んで集積し，岩漿の移動に際して周園岩
との摩擦のために残液と分離することによって生じたと説明した。Eckem竈㎜29〕は“ト
di㎎工2地域に於て斑禰岩漿中に斜長石が浮上して斜長岩を生じたと説明した。岩漿糟の
一部に集積した奈帳石が岩漿の移動，周壁の摩擦等の闘係により絞り出レ作用に．よらない
で撤麓石．輝石を含めた残液から分離されることは考へ得る。この分離の仕方に於て鰍糧
石，輝石の集積に件ふ液の量の如何によってバサニ／岩が生じ父リンブルグ岩が生じ得る場
合も者へられる。
　この場合，鐵蓄止鱗物の量に比してアルカリに富んだ襲液の量が一暦少いならば霞石玄
武岩を生ずる代りにリンブルグ岩を生ずるであらう。リンブルグ岩は霞石玄武岩と成因的
開係を有するものム如く両者は屡々共俘する。長濱霞石玄武岩の場合，その南徴西約10k㎜
の井野村野山岳（一名大糞山）にリンブルグ岩を産し我国に於ける稀な岩石として知られ
るところである（ごの種の岩石が津山盆地の西方加地子山にも産することが報告されてゐ
る帥））。霞石玄武岩とリニ／ブルク岩との共絆は外国にも其の例が多く報告されている。
　霞石玄武岩の成因を上述の如1くに考へるならば，この岩石と斜長岩との共作の野外的講
擦が期待されるところである。而し後着は小岩鎧として地下で固結し，霞石玄武岩上伸っ
て地表に露はれる機密は比較的少いご。とか者へられる。IIOlla皿d31〕は印度Madr枷の南方
地域の玄武岩質岩漿の活動地帯に於て，撤橿飛自若に密撰の闘係あるリンブルグ岩質の岩
石（．‘Magma　b醐It”）が斜長岩を貫いている事費を記載した。これは胴接的には，玄武岩
漿から一方に斜長岩が分れ他方に霞石玄武岩が生じ得る野外誼擦の一と見ることか出來る。
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